
県の基食事業

ふ る さ と 水 と 土 基 金 の 活 動 に つ い て 仲 曲岳恵ふるさとい水と土保全盤 事鶏

霞事業の要旨

中朧問地域を幸心として、とユ也改良施設やこれと一体歯9に

保全する事が必要な農地の有する多面的機能の良好な発

揮と地域住民活動の活性化を図るため、人材の育成、施設
の活用と保全整備等の促逢に支、子する支援を行います。

騒事業の対象地域

中歯聞
'と

域 (通藤ユ地域、離島振興地域、半島振興地域、轄

定農殉村よ也域、振奥曲料地域のいずれかのとと域が位置する

市町村)叉は、これらの市町村と一体的に事業,鋒進する事が

効果的な)と壌を女、ま象と♭茸す。

【基金の造成】
長崎県では、平成5年より基金を積み立て、

その運用益により各種事業を実施しています。
①中山聞基金  10億円
②棚田基金   6億 円

計    16億 諷
運用益は平成17年度までは低利率でした

が、昨年度から利率が上昇しており、年間900
万円程度

「中山間地域等直接支払制度審査委員会
県内の有識者より構成され、本事業の

」
推進について、幅広い観点から検討鮨助言を行います。

「長崎県中山間ふるさと委員会」
県農林行政機関部局の代表者より構成し、事業計画等の決定を行います。

●研 修 事 業  : 全国研修会べ指導員の派遣
県内研修会の開催

0推 進 事 業  : 地域住民活動の支援 (花植、生き物調査、都市住民との交流活動 (イベンド)等 )

情報誌の購入
写真パネルの購入
写真コンテストのちらし、ポスター作成

●保全ネットワーク推進事業 :中山聞 D棚田地域PRビデオ作成
中山間E棚田地域PRパンフレット作成

●保全活動推進事業  :全 国研修会へ指導員の派遣
●保全活動支援事業

●

平成19年度 活動事例
調査研究事業  : アンケート調査



よる

イベントでの活動計画 (具体的に)

慈見変換会へ行政機関の立場として参加。

簑場入□に2市と共同でPRプースを設置呟 狭
年度開催地のPR活動を行う。県としては、プし
ミアム長崎のポスターの手島示と長崎県観光ガイド
プック700部を来:場者へ配布。

中Lb間

'コ

域等直接支払制度の制度延長等の要要

中山間・棚団地域活性化PRビデオ作成の業務妻
託により撮影したものを活用して
当日・翌日のニュース等で放映 (NCC)
鬼本laB田 を「未来に残したしヽ長崎百景 第魯
景」として放映。 (NCC)

慧見交換会へ行政機関の立場として参加。

僧導員による活豊ll報告及び意見変換会
講師による基調講演の企画、日目催準備等

0彼岸花等の植裁活動の支援。
②案山子コンテスト時にPRプースの設置 (~与真
′耳ネルの農示・アンケート調査の実施)

③火祭り、オーナーおI」度会議へ行政機関の市候で
参カロ

①イベントでの各種PR活動 (ピラの配布等)

実行委員としての参をB、 PRブースの設撤 イペ
ントの開催、直売所へのPRテランの配布

実行委員としての参加、PRブースの設置、イペ

ントの開催、官ヒ売所へのPRチランの配菊

実行委員としての参加、PRフースの設置、イバ

ントの開催、陰売所へのPRチランの配布

事業PRバネル展示、体験指導補助等

指導員圃士、指導貴と行政機関の情報交換

髯導・ユ也自の立場として活動ほ参画
業の花祭りは20年 4月、H19年度は作付け箸
の準備

遊歩遭沿いに地域住民と協懐〕して花を植裁

イベント内容

嘉6国長崎県困硼H田サミツト (104も ,
・意見交換会
・現地視察
・小学 霊ヽによる級圏研究発表

第13□全国細囲 (千枚田)サミット
(1,103名 )

幹事会、理事会、震林氷産省
墾、基調誇澳講師への接拶

国会議員への要

PRビデオ作成
番暑7、 9イ ベント及び稲刈り
番号12の富中献穀米稲刈り

聰日団オーナーと大中尾
'お

B田 保全組合による観田
オーナー制に関する意昆交換 (50名程働

罠愴県ふるさと・水と土指導員研修会

纂酪η講おさ曇畠雲当然学校 校長 佐々本氏

襲塔の任意組織「大中尾欄団保全組合」が主催
する日のオーナー制度会議 (30名 )や案山子
コンテストく200人 )、 彼岸権植裁 (30
人)、 火祭り (200人 )等への参画

①窯米の国植え・稲刈り体験
②そlよ打ち体験

観l田感講祭、
子

=コ

ンテスト
枝豆収横祭、棚日

'ォ

ークラリー、案山
(6000人程度)

l鳳1団感謝祭、火祭リショー
(2000人程度)

日本の棚田百選の翻定を受けた「日向の棚田」
を中心として祭りを開催し、都市住民との交流
と棚団壕観の保全を図る。 (500人程度)

閣田収穫感謝祭 (500人程度)

島原振興局誉内ふるさと水と止指導員研修会
(10名程度)

震作業体験t菜の権祭準鱒等 (260名 )

逆歩道沿りヽへの花の植裁 (約 20名)

本庁の参加

7/10参力B

8/23-25
参加

2/5～6
参加

発注者とし
て企画・立
案ほ参画

ココ/2参加

11/21～
22参力B

10/6の他
2回参力B

O/23参加

9/23参力0

10/2群排
'lD

コ1/4参夏正l

県関係参加着

本序3名
島原2名

本庁3名
県央刊名
島原1名

本庁 1名

本庁 :発注者と
して企画・立葉
に参画
島原 :1名

本庁
県央

呵

1

名
名

本庁3名
地方機目目10名

延べ5名

3名程度

6名程度

5名程度

5名程察

6名程度

2名程度

5名程度

2名

活動参加哲

稲田百選地区の関係集
落住民及び市町担当音

長崎市 (市長l色)

雲l山市 (市長他)

大中留みR田保全組合
岳プロジェクト21
総計36名

協議会理夢、幹事等

番号7、 9イベント及
び稲刈り
番号12の宮中献穀米
稲刈り

棚閣保全組合
組B田 オーナー
長崎市

長崎県ふるさと ,水と
と指導員

栖田保全率a含
棚田オーサー

長崎市

メーリズム協議会
地域住民

l朗日協議会
地元生産香
波佐見町

欄田保存会、松湾市、
観光協会等

本揚郷住民、川棚町

プロジェク ト21構成員
上岳白冶会
下岳自治会
雲仙市

島原振興局管内「ふる
さと水と土指導興」

荻田集落住民

NPO法人「対馬の化く
島おこしJ

主催

谷水集落

第13回
全国期田サミット実行
委員会
(長崎県構成長)

全国槻田連絡協議会

長崎県

棚田オーナー会

長崎県

大中尾オみ1田保全組合

裔来電lツーリズム
協議会

鬼本期日田協議会

土谷棚田保存会

木す房l船閣だんだんまつ
り実行委員会

岳朝団プロジェクト
盈 1

島藤振興局農林部土地
改良課

おぎたBんぼの学校

格で島おこし

活動場所

谷水lal日

ツイン
リンクル
茂本

産業買易
センター

県内対象

市内ホテル

諌早市
国立諌早管
少年自然の
家

大中磨翔田

諌早市
高来町

波佐見町
鬼本ウ郎

松湾市
福島町土谷

日向オロa囲

日本の棚田
百選の地

「 活螂
囲」周辺

馨l出市内

東萩田地区

太囲浦地区

I日市礎l村名

南有馬召
'」

栃本県
茂本町

東京都

県内対象

外海町

県内対象

外源町

高来町

波佐見町

福島霊「

川188町

干々石町

管内

団平町

美津島町

市町名

蘭島原市

栃木県
歳木町

東京都

県内対象

長崎市

県内対象

長崎市

諌早市

波佐見町

松浦市

川棚町

曇l山市

管内

平戸市

対馬市

活動日

7月10日

3/23^ン 25

2/5～ 6

通年

11月 2日

11/21～
22

通年

通年

9月 23ロ

9月23日

10月 28国

11月 4日

2月13日

通年

3月8B

管内名

本庁
島原

本庁
県央
島原

本庁

本庁

本庁
殿

本庁

県央

県央

県】ヒ

県北

県努ヒ

島原

島原

轍

対馬

謡

1

2

3

4

5

6

7

8

O

封O

11

12

13

14

15



19 る 19 11
氏  ネ 4 年  月  日 性 1住 所 コ静  業 特 記 事 増

”
一

い
久

確
本が

竹

第 1号

昭和 14年
2月 23日

男 長崎県長崎甲rr浦上大中尾 727番地
TEL095'"24・ 0533

農業
半巌 17年まで外海町役場 勁役
大中尾棚口保全組合の会計役として棚園
保全や景観形成活動以外にもク・サウX,ス・ム
の推進にあたって中核白もな役割を果たし
ている。また棚田オーナー制や案山子ユ
ンテス ト、フォ トコンテス トの開催など
地域活強化の活動を続 lサ ている、

おかだ芸こと
岡照 兵

第 2号

昭和 27年
12月 8日

男 自営業長崎県平戸市田平町荻自尋免 385
TBL O,0,2504‐ 2449

原荻田水奉ll組合 組合長
H16,12～国営田平土地改良区理事
H18,4～おぎた田んぼの学校 代表
H18.4～農地・水・環境保全向上痛策モ

デル地区「SUN荻 円」の会長
国営東荻ロエ区菜の花まつ りなど地域の

璽捲(鴇を言嘉義婆轟審議靴れ
子供たちと農作業を通じて環境を守る活
動に取り組んでいる。

男

第 3号

坂本健吾 昭不歳24年
1月 26口

長 崎県東彼杵郡 波佐 見町稗木 場郷
8SS‐3

阻 0,S6‐ 8S‐6887

農業
昭不可43午 4月平 成 16年 3月

平成 2年 4月 から波佐見 僻
る会事務局長

卓努デ統錦 鍵 鮮霧
盤瘍是雷歎晶瞥磯謎発羅動
霊羞鵞 鰯 蒼撃校企画ヨンテストJ優秀貨受貸

第 4号

攀縮雄
崎

的岩
Ｆ

年
５

２

月

和
２

昭 男 長
'府

県。東復杵郡波佐見町鬼本郷 246番
地
TIELC95石 ‐8S‐2098

農業

年 舞選人

平成
平成
平成

自4

lC

3年～
8年～

ミ ン

12年～

れているぶ
地域のリーダ

まっり

され、

関

劇

第 S号

紳飾晩
下

”岩 昭和 11年
12月 18日

男 長崎県雲仙市小浜町北野 3043お
TEL0957‐74‐52■2

無職

昭和 33年～平成 7年小浜町役場

襲竃登
年～平成 9年小浜町農業委員会事

退職後は、にがうりの栽着等、地域に密
着した活動に従事
平成 1,年より、廃校 となつた小瞬lil分校

廊引聾歩と琶詩異避康為鳥傘ど地域

男
譲‐かつただ,
松デII正

第 6号

昭和 29年
1月 21日

長崎県南島原市西有家町長野 364S
斑 駅1957‐82‐0437

農業

嘗至冨き琶聾蓄掩評

分
揺暑装霧建懸

現在、郷土去能保存会役員、JA島原雲イ山
みかん部会会長、長崎県指導農業士

現在、認定農業者グループの中で指導
的立場 として活躍されている

H召和 37年
11月 17日

男 長崎県南島原市西有家町龍石 29S5番
地
TI切し0957‐32■1653

農美

第 7号

ほ″たをしひで

本多禾lど任
半駆 3年～ 10年 景崎県育成農莱経営士
平成 8年～認定農業者
平成 19年 4月 ～尾上土地改良区副理事長
消防日、PTA、 ポランティア活動を通じ
積極歳tに地域へ賛献されている‥

女

第 3号

宝来榮子 昭和 15年
9月 8日

長崎県壱岐市石口町筒城西触 632番地
磁 0920・44‐5S87

農業
民宿経営

光協会婦人部長晋寡衝舎譜垂基罵賃繋箭
平成 IO年 8月 ～

グリーンツージズムマイスター
グリーンツージズムインストラ クター

昭和 50年より民宿業を開業され、壱境で
収穫できる産物を主体とした料理とこより
自然の豊かさを PRされている。大阪方
面の修学旅行日も受け入れ、農業体験等

ξ舞 警藷 亀 烈 鐸 逮 籍 鬱

第 9号

H19更 新指導員一覧表jta



1
■ 年 月 樹 14男 !: 律 所 理  華氏  名 特 記 事 嘔

文旨
み
葉

第 10号

昭和 15年
11月 24日

男 西海市大瀬戸町多以良外郷
2556番よ也1

駆 L09S,‐ 22-1292

無職

～平成 14年 3月  柳地区壮年会会長
平成 12年 4月 ～ 柳地区駐在区長

多以良地区公民館
柳分館長

～現在 柳 60会会員 (60歳代で組
葦織する地域の会)

平成 16～ ふるきと水と十指堂昌

堂 1■ 暑

ぅしか4ク をとこ

辻川豊予
日

昭和 33年
■月 13

女 西海市西彼偶r下岳郷 665番地 2
TELO,S9‐27‐ 1583

農業 西彼町下番地区の農道沿いの花木植裁
等に参カロぃ
平成 12～ ふるさと水とと指導員

昭和 27午
4月 22口

男 西海市大瀬戸町多比良肉郷
1049番地 2

TEI,0059_,ク _1垂 4]

会社員

第 12号

=,だ としお

園日敏雄 多比良地区の集落活動を積極的に実施

昭和
ロ

年

と
５
月

２
６

窮 13昇

”執抑撤 男 諌早市高来町黒崎名 322-2
TEL0957‐32・290,

農業 高来町ツージズム協議会 事務局長
グジーンツージズム活動の企画連曽
平成 16～ふるさと水と土指導晶

策 ■4暑

鉄屋征支 昭不蜃16年
3月 22日

男 諌早市高来町神津倉名 287番地
TELO,S7=32‐ 2941

農業 高来町ツー プズム協議会 理事
グノーンンー ジズム活動の企画運営
平戒 16～ふるさと水 と十治革昌

男

鋳 15‐房ヽ

番目
と
轄 昭和 16年

8月 6日
諌早市飯盛町佐日名 508番地 2

TEL0957‐ 48‐ 0248
無職

平成 5年度～平成 8年度
～ふるさと水と上指導員
～ 172佐郎名区長
～ 生閣白治会長

癬陣顔艤

経
平
平
平

打gtt S年

3月 と0日
男瀧 謎

第 と6号

東彼杵翻 〕1絹 l町ホ場郷 1085番地
TEL O,S6-82‐ 4886

農林業
東彼袢郡療林組合作莱斑として水源保
安林の育赤間伐作業と自作農林業に2
0年
本場地区地区共有林組合長
本場地区浮立保存会会長
本場地区棚田組合参与
平成 16～ ふるさと水と土指導昌

東彼杵都川棚町本場歩到1146S名 ナ々協
吼  0,56卜 82‐4884

昭和 31年
4月 20日 ヂサ

農業 土木建設関係  7年間
農業従事   10年 間
中山間保全営農活動 4年間
平成 16～ ふるさと水と上指連昌

男 農業

第 17号

第 18号

い瞬
闘
湖

面柴著鎌
F

Bttrβ 2 3年
6月 11

雲仙市千々石町慶 3687番 地
上LL 0957‐37‐25,3

''Ⅲ“
絨活`隆化のための組織設立に参画

岳れ慰田ブロジエクト21代表
ちぢわ地区まちづくり研究会委員
平成 16～ ふるさと水と土指導員
景観保全の整備参加
ワ~ク シヨンプに参加
農業体験講師
地域閣の交流づくり企画・指導

若驚
ひ
樽

第 19号

日

昭和22年
1月 13

男 南島原市布津町丙2493番 地
彊 LO,57‐7214792

建設業 平成 13年 12月 ～17年 3月
布津北部土地改良区副窪事長

平成 17年 4月 ～ 理事長
平成 17.7～ 18.3 布津町農業委員

男 工島市吉瞬町 2354番 地
翻此  0'59‐ 72‐G711

ヽ′おか〔)で を

瞬中英人

第 20号

昭和 38年
9月 13日

サービス
業 (鬼 岳

四季の里)

そば打ち体験教室
さつま事植え、収穫体験教室
アスパラ収穣体験教室
カンヨロ餅作り体験教室|

椿油作 り体験教室
さつま芋料理教室

平成 16年～ ふるさと水と土指速畳

昭和 20年
4月 15日

男 対馬市上県町佐護南塁 1550番地 2
TEL 0920‐ 84‐5032

農林業神宮正芳
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緯
第14回盆回細田 E千枚田]サミット事業計画 t柔 )

開催テーマ :みんなで語ろう.棚田の未来

山月1化 に朝打のように重なり、その曲線美を見せる匹l季折々の棚田景観の美しさは、日本の原風景として日本人
の心に酒いと安らぎを与えてきました。勤 しゞ、その棚田は、経済効率重視や担い手の減少などにより、荒廃化
が進み、今や存亡の危機に直面しています。
こうした背景の中で、多くの賛同者が集い、棚隠を守り後世に残していこうとする動きが着実に大きな革命と

なつて広がろうとしています。そこで、全国の棚田(千枚田)を有する市町対、棚田保全に取り組む団体・個人
が一童に会し、環境保全や生産の場としての水田、文化遺産としての期置田保全の意義や必要性をお互いに
理解しあV｀、都市住民など多くの国民の理解と合意を得て、本格的な中知F口髯地域の維持浄陛化につなげよう
と第 14回全国棚田(千枚田)サミットを開催するものです。

平成 20年 10月 16日 (木)

[午前]  全国棚田(千枚園)連絡協議会理事会 アリーすかぶと力肖こ

全国相は田(千枚園)連絡協議会総会

[午後]  開会式 アリーナかぶとが|こ

アリーすかぶとがに基調講演またrま、基調報告

大中尾棚田見学会 大中尾棚田

平成 20年 10月 17日 (金)

[午前] 千々石の1鶴田(清水棚田)見学会 千々石の棚田

[午後] 分科会(5分科会)

首長会議

雲仙の各会場

雲仙の会場

[夜]  全体交流会 雲伯メモリアルホール

平成 20年 10月 13日 (土 )

[午前] 分科会発表

共同宣言

次期開催地挨拶

閉会式

雲仙メモリアルホール

雲仙メモリアルホール

雲仙メモリアルホール

雲仙メモリアルホール

E午後] 市内視察(エキスカーション) 各視察地
|



平成19年度 中山聞ふるさと活性化1基金 :実績幸限告 銹 i薙ヶ)

=買
 目 備考

5,000 共lE季票イベント参刀口者対象
市町基金担当者対象

調査研究子慕

0

53.486 素′T、 国互オリンビック記怠膏
少年センター

110,710
目立諌早青少年自然の家

3,000

研修事業

461.000 ヽ

6S.000
D.000遭裁

田ん ほ の学 校 :更願 園地 区 (平戸市 |

1

100選 :本場 地 区 (,lI期日町 )だんだん ! 【り

3 10_000

NPO:対馬地 区 (対扁市 うれ で二なこ

地域活動支援

2323.000 2

7 0_400

156.366
。中 山間 E‡吾Л団地域 PR軍重 ョンテス (ヽボスター、テラだ 7.675 全 国棚 田サミッHこも :用

普及啓発活動

1.230.000

更 出予 定計 4.000 01

繰 入金 .406.744

予算計
4.014.000

5,420,744 5,420,744

項  目
墓 業 計 画 支 出 予 定

備考

二中山 F厨弓・期F田地域 PRパンフレット 624.750 全国羽1園サミッHこも使用
R中 山 F日二JヰЛほ田地域PRビデオ 1.365.00 全国棚 田サミッHこも便用
消耗 品 54.698 コビー 代琴

広報活動

0 ′どヽ計 2´044_448

農村環境技術研修 (応用コース)旅費 E参加料 125,472

〔指導 員1毛 )

罰ill臨 県冨士冨下
臣貫湖ふれあい塾

田園 目然 再 生手 づくり塾 研修 会 旅 登 230.080
(|口・ 通 吾2名 )

人材育成

1.313.000
'1ヽ

計 355.552

保全落動更族
1.087.000 ′1ヽ雹十 |

夏 出予 定計 2.400卜000 2,400.000
繰 入金 840.522 840,522

予算計
2,400,000

3.240.522 3.240.522

6,414.000 6.414.000

2.247.266 2!247,266

8,661,266 8!661,266



項  目
尋 業 計 函 支 出 予 定

備考

調査研究事業

5.000 ′lヽ 計 0
350_000

で指連 目5名 】
票原回立オリンビック記念青
少年センター

県内研修 会旅費 (1旨連 昌 16名 ) 150_00C

県内研修 会講師 旅費「講師料 (1名 ) 160_000 目立謀早青少年自然の家

消耗 品 コビー代等
7 小 計 660.000

指導 員保 険料 〔21名分 ) 79_30

モデル更義事業 2.300.000

積立 騒 468_000

700 郵送 料等

2.848_500小計

(:肩蔽認 )

新 田舎人 56～ 69丹睦 入コ配 布 750.000
′ 100.000

フオトコンテスト広告代 300.000
フォトコンテスト賞金 60.000
」屋l棚田サミット負担金 1.303.500

晋及啓発活動

1.186360 ′どヽ計 2.513.500
支出予定計

4.014.000
6.022p00

平成20年度 中山間ふるさと活性化基金 事業計画案

6!022t000

更 出予定 合計 9.622.000

予算書  合計
6414.000 9,622.000

修 力)

項 目
畢 業 計 画 夏 Ш tt F 備考

全 国棚 田サミット負担 金 2.696.500広報活動

2.044,448 ′lヽ旨孝 2.696.500

晨村環境技術研修 (応用コース)旅費・参加料 40350C
(指導員3名 )

辞阿県冨
=冨

下
田貫湖ふれあい塾

田国 自然再生手づくり塾研修会 旅費 500.000
(指導員4名う

未定

入材育成

355552 小計 903.500
保全活動支援

0 小計

更 盤予足計
2400_000 3,600,000


